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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
令和６年 北海道建築士会 第１回青年委員会 

開催日時  ：令和 6年 1月 13日（土） 14:00～17:30（Web併用） 
開催場所  ：事務局会議室（札幌市中央区大通西 5丁目 大五ビル 6階）＆ ZOOM 
出  席  ：吉田、亀田、加藤、山川、夏坂、佐々木、橋場、藤原、久保田、傳法、近藤 

事務局浦上 
 Web出席 ：針ヶ谷統括理事 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
令和６年青年委員会 

○委員長 ：吉田 徹 （道央・札幌支部） 
○副委員長 ：亀田 誠 （道南・日高支部） 
○副委員長(連合会) ：加藤 寛基 （道東・釧路支部） 
○道央ブロック長 ：山川 力 （道央・千歳支部） 
○道南ブロック長 ：藤原 麻美 （道南・函館支部） 
○道北ブロック長 ：橋場 玲央 （道北・富良野支部） 
○道東ブロック長 ：佐々木 誠 （道東・紋別支部） 
○委員 ：傳法 直也 （道央・後志支部） 
○委員 ：夏坂 泰輔 （道北・士別支部） 
○委員 ：久保田 俊 （道東・中標津支部） 
○委員※(前連合会) ：近藤 真人 （道央・小樽支部）【連合会任期 5月末まで】 
○担当統括理事 ：針ヶ谷拓己 
○事務局担当 ：浦上 美穂 

 
≪協議事項≫ 
１． 令和６年事業等について【14:10～15:10】 
 
（１） 令和６年事業方針 

近年の若手建築士の減少や一昨年まで流行していた新型コロナにより各支部の事業や本部
事業などが大きく影響を受け活動を制限された。昨年より新型コロナウィルスの取り扱いの
変更によりほぼ制限なく活動できるようになったが、数年の空白期間は青年活動に大きな影
響を残した。今年度は多くの人が関わることができるような事業を行い北海道全体の青年建
築士が楽しく活動できるように進めて行く。 
今期のテーマは「ひろがる、輝く青年建築士」 
それぞれが楽しく様々な活動をし建築士として輝けるような意義のある建築士会になるよ

う、このテーマを定める。 
 

（２）令和５年決算報告及び令和６年予算について【資料１】 
   ○別紙で説明 
 
（３）令和５年事業報告及び令和６年事業計画について【資料 2-1、2-2】 

○別紙で説明 

来年度の予算については、前年度の予算内容の流用ではなく検討する。 

10月に臨時委員会を開催する。 
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２． 全道青年委員会連絡会議について【15:10～15:30】【資料 3】 
〇担当  ◎傳法、久保田 
○日時    令和 5年 3月 30日（土）14:00～17:00程度 
○場所    かでる 2.7 [820研修室 定員 140名]（懇親会開催予定） 
○参加人数 34支部 50名程度 
○内容    ①令和５年事業及び決算報告 ②令和６年事業計画及び予算説明 

③研修会 ④感想 
○開催方法  

全道青年連絡会議と研修会を分けて２部制で開催。青年委員会参加者以外の方も呼
び込み青年層の発掘につなげる。 

○研修会（案） 
研修内容：カラーデザイン、パーソナルカラー診断等 
講師  ：AMICA color desingn 田中 希 講師 （内諾済み） 

○準備    メンバーカルテ、地域実践活動事例報告シート、自己 PRシートの更新 
研修会フライヤー（2月中旬には案内ともに発行） 

 
 現在の計画で進める。 
     メンバーカルテについてはデジタルデータでまとめ閲覧パスワード付きで 
     各支部の委員長、部長で管理する。 
 

----休 憩----【15:30～15:40】 
 
３．青年建築士の集いについて【15:40～16:00】 

〇担当  ◎夏坂、加藤、山川、（近藤） 
○日時    令和 5年 5月 18日（土） 
○場所    小樽 
○内容    フォトラリー（案） 

小樽の建物、景色をピックアップして各地点にポイントを設定する。 
例として近いところを低ポイント、遠いところを高ポイント等 
各グループ（5人程度）で回り一番高いポイントを稼いだところが優勝 
ポイント算定の為にグループごとに LINEグループ（グループ内メンバー+運営 
）を作り写真は LINEで投稿し運営がポイント計上を行う。 

        
 上記案で小樽支部と連携して進める。 
 
４．全道大会（前夜祭）について【16:00～16:05】 

〇担当  ◎亀田、藤原、久保田 
○日時    令和６年 9月 27日（金） 
○場所    新ひだか町静内 
○内容    前泊者を対象とした懇親会 

 
５．全道大会について【16:05～16:30】 

〇担当  ◎亀田、藤原、久保田 
○日時    令和６年 9月 28日（土） 
○場所    新ひだか町静内 「新ひだか町静内公民館」 
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○内容    ワールドカフェ 
例年、全道大会の前半は各委員会ごとに分科会を開催していたため、他の委員会の
分科会には参加できないという意見があり今年から同じ会場内でワールドカフェ方
式で各委員会を跨いで参加できるように開催することになった。 
（詳細内容 未定） 

６．その他【16:30～17:00】【資料 4】 

（１）建築士の日イベントについて 【全国大会 発表事業予定】 
〇担当  ◎山川、藤原、橋場、佐々木（全委員積極協力） 
○日時    令和 5年 7月上旬 
○場所    道内 4ブロック各地（4会場） 
○内容    道内 4ブロック各地で行うことで道内各地の方へ建築士会のＰＲを行う。 
 又、各ブロック 

建築士（会）のＰＲや、将来を担う子どもたちに建築について興味をもってもらうこ
とを目的に一般市民（子ども）を対象とした建築のお仕事体験イベントや、建築関連
セミナー、建築士会活動のパネル展示を行う。 

 
※スタッフ強化及び他業種団体へのお手伝い協力を検討 
前回内容 
※建築のお仕事体験 
① おりがみで「たてもの」をつくってみよう 
② ブロックで「まち」をつくってみよう 
③ パズルで「お部屋」をかんがえよう 
④ ストローで「フレーム」をつくってみよう 
⑤ 木に触れて「組み木」を組んでみよう 
⑥ パズルで住まいを考えよう！（Web版） 

       ※何デモ相談 
※ライフイベント 紙でひとは支えらえるかな？ 
※スタンプラリー 建築士免許証パネルを使った記念撮影 
※パネル展示   各支部の地域実践活動パネルの展示 
※DVD上映   「建築士」や「建築士会」のＰＶ上映 

 
開催方法について新規事業として新たに埋め込むことは厳しい支部あり。 
本部主導準備しブロックでまとめる必要あり。 
開催地についてはアークス等全道各地に支店のあるスーパーで場所を借りて実施する案も
出た。今後の展開として各所と調整して進める必要がある。 
スケジュール ２月に各ブロックごとに日程と場所の最終調整を進める。 
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≪連絡事項≫ 【17:00～17:30】【資料 5】 
１．連合会青年委員会の動き 
（１）全国青年委員長会議（北海道２名出席 吉田、加藤） 

○日時    令和６年 3月 16日（土）、17日（日） 
○場所    宮城県 
○内容    「備える」をテーマに災害についてできる事を考える 
 16日 女川町の視察 
 17日 木造・木質化についての事例や技術のセミナー 
 

２．全国大会について 
○日時 令和 6年 10月 24日（木） 全国建築士フォーラム 
 令和 6年 10月 25日（金） 全国大会交流セッション、本大会 
○場所 鹿児島県鹿児島市  宝山ホール（鹿児島県文化センター） 
 

３．会誌原稿について 
本部から吉田経由で依頼 → 担当者（本部委員）が原稿作成 → 事務局へ寄稿 
例年、各事業ごとに報告の執筆依頼あり。 

 各事業担当者を主に執筆を依頼していく。 
 
４．各事業報告書・パネル作成について 

各事業実施担当が事業報告書・パネルを作成。 
 

５. 総合資格学院合格祝賀会について 

  総合資格学院は、札幌支部で対応してもらった。 
参加者： 本部青年委員長 吉田（祝辞） 
 札幌支部青年委員会 小林大介（建築士会 PR） 
 札幌支部委員 藤岡、田中、笠原、谷 
 

６．SNSによる PRおよび活用について 
 Facebook、インスタグラム、公式 LINEを利用して情報発信等を行う。 
例：連絡会議、集い、全道大会、建築士日のイベントの告知や報告の発信 
  ブロック協議会開催の告知の発信 
ＳＮＳを利用したＰＲ活動を実働していく 
掲載にあたっては「SNSアカウント運用指針」を元に内容、写真を検討し発信していく。 
 

７. その他【資料 6、7】 
 ・青年委員会の役割分担 
 ・年間行事予定 
 ・各ブロック協議会の他ブロック派遣の活発化 
 ・今後の委員会開催について 

今後の委員会についてはWebを利用して密に行っていく。 


